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今週のキーワード

ナノ材料戦略
日本・韓国の国家戦略と量子・医療応用

19
件

記事総数

7
カ国

対象国数

数十倍
CNT増産

200倍
削減

量子ビット

今週の全19記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 印刷可能な人工神経 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●○○

○

ノースウェスタン大学がMoS2とグラフェンで生体脳
細胞と相互作用する人工神経を印刷。BMIや省エネAI
の基礎に。

#02 ナノテク注目銘柄 市場概観
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
MarketBeatがOnto Innovationなどナノテク関連銘
柄を紹介。AI・半導体分野の成長を牽引。

#03
Park
SystemsがRMN買収

企業戦略
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

Park SystemsがRocky Mountain Nanotechnology
を買収し、AFMプローブの社内製造に参入。供給網を
強化。

#04
ペンシルベニアAI+量
子

政策発表
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●○○

○

ペンシルベニア州がAIと量子技術統合推進のため「キ
ーストーンAI+量子ファクトリー」を始動。産業応用
を促進。

#05
Alice &
Bob量子ビット

技術発表
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

Alice & Bobがグラフェンベースの100論理量子ビット
システム「Graphene」開発を加速。キャット量子ビ
ット活用。

#06 IQM量子AIキャリブ 技術発表
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

IQM Quantum ComputersがAI駆動型エージェント
キャリブレーションを導入し、超伝導プロセッサ効率
を向上。

#07 単一光子偏光操作 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●○○

○

研究者らが量子光源から放出される単一光子の偏光状
態の操作に成功。量子コンピューティング・通信の基
礎。

#08 AI設計医薬品臨床試験 企業発表
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

Alphabet傘下のIsomorphic LabsがAI設計医薬品のヒ
ト臨床試験を開始へ。AlphaFold技術を活用し腫瘍学
に注力。

#09 量子業界リーダー人事 市場概観
●○○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○

量子コンピューティング業界で主要企業が戦略的リー
ダーシップ人事を発表。業界の成熟と競争激化を反映
。

#10 日本ゼオンCNT増産 企業戦略
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

●

日本ゼオンがEV・AIサーバー向け単層カーボンナノチ
ューブの生産能力を数十倍に増強。2028年本格稼働
目標。

#11 Qarbotech光合成強化 新技術発
表

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

マレーシアQarbotechが農業廃棄物からカーボン量子
ドットを製造し、植物の光合成効率を最大20%向上さ
せる技術で優勝。

#12 韓国ナノテク計画 政策発表
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

韓国政府が2030年までにナノテクノロジー分野で世
界トップ3入りを目指す新計画を発表。5つの主要分野
に研究支援。

#13
KAIST酸化グラフェン
抗菌

学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
KAISTが酸化グラフェンが人体に無害で薬剤耐性菌を
殺滅するメカニズムを解明。医療応用へ期待。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#14
BioNTech
mRNAデリバリー

企業提携
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●

BioNTechが韓国企業と提携し、標的指向型LNPによ
る次世代mRNAデリバリー技術の革新を目指す。がん
免疫療法にも応用。

#15 IMF予測：台湾半導体 市場予測
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●

IMFが台湾の一人当たりGDPが韓国を上回ると予測。
ナノファブリケーション技術主導の半導体産業が経済
成長を牽引。

#16 量子ドット長距離通信 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○

ニールス・ボーア研究所が量子ドットからテレコムO
バンドで単一光子を生成。既存光ファイバーによる長
距離量子通信の課題を解決。

#17 レゾナックCNT規制 政策提言
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●

レゾナックがナノカーボン材料規制に関する日本の意
見書を支持。科学的根拠に基づく議論を要求し、不適
切な規制に警鐘。

#18 トニー・ロビンズ投資 市場概観
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●○○

○
●●○○

○

トニー・ロビンズ氏がナノテクノロジーとナノロボッ
トをAIに続く「巨大な投資機会」と指摘。医療分野に
注目。

#19
グラフェン量子デバイ
ス

企業提携
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

ParagrafとArcher Materialsが提携し、グラフェンを
活用した量子コンピューティングの核心デバイス開発
へ。

●●●●○ 高 ●●●○○ 中高 ●●○○○ 中 ●○○○○ 低 | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ 日本の材料メーカーは、グローバルなナノ材料競争で優位性を維持できるか？
日本ゼオンのSWCNT増産（#10）はEV・AI市場への貢献が期待されますが、韓国政府は2030年までにナノテク分野で世
界トップ3を目指す国家戦略（#12）を発表。台湾の半導体産業はナノファブリケーション技術で経済成長を牽引（#15
）しており、日本の材料メーカーは競争激化にどう対応すべきか？

❷ 次世代医療におけるナノテクノロジーの機会を捉えられているか？
KAISTは酸化グラフェンによる薬剤耐性菌殺滅メカニズムを解明（#13）、BioNTechは韓国企業と標的指向型mRNAデ
リバリー技術を共同開発（#14）。AI創薬（#08）やナノロボット（#18）の投資機会も指摘される中、日本の医療・製
薬・材料企業はこれらの技術革新にどう貢献し、市場を獲得するか？

❸ 量子コンピューティング・通信の材料開発戦略は十分か？
ニールス・ボーア研究所は量子ドットで長距離量子通信の課題を解決（#16）、Alice & Bobはグラフェンベースの量子ビ
ット開発を加速（#05）。量子技術のハードウェア基盤となるナノ材料・デバイス開発は喫緊の課題。日本のR&D;部門
は、この技術覇権競争で存在感を示せるか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

CNT増産

台湾半導体

CNT規制

抗菌GO

mRNA LNP

韓国ナノ戦略

量子材料

AI創薬

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● CNT増産 機会大 EV/AI向け材料供給強化 —

● 台湾半導体 脅威大 — 日本半導体産業の競争激化

● CNT規制 注意 適切な規制で市場拡大 不適切な規制で市場縮小

● 抗菌GO 機会大 薬剤耐性菌対策新材料 —

● mRNA LNP 機会大 次世代医療材料市場参入 —

● 韓国ナノ戦略 脅威大 — 日本の競争力低下リスク

● 量子材料 注意 量子材料・デバイス開発 技術覇権競争の激化
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● AI創薬 機会大 AI創薬支援材料開発 —
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深掘り ① ― 日本ゼオン、EV・AI向けCNT増産
#10 | 2026/04/26 | MONOist | 技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●● データ信頼性●●●●○
日本関連度●●●●●

日本ゼオンは、電気自動車（EV）やAIサーバー用バッテリーの需要急増に対応するため、単層カーボンナノチューブ（
SWCNT）の生産能力を数十倍規模に拡大すると発表しました。徳山工場に新設備を導入し、2028年までの本格稼働を
目指します。この投資は経済産業省の蓄電池サプライチェーン強化計画に認定されており、政府補助金の対象となりま
す。

同社の独自技術「スーパーグロース法」で製造される高純度SWCNTは、リチウムイオン電池のエネルギー密度とサイ
クル寿命向上に貢献。EVだけでなく、ドローン、空飛ぶ車、AIデータセンターなど幅広い分野での応用が期待されてお
り、ナノスケール材料設計と製造技術における同社のリーダーシップを強化する動きです。

▶ 技術者の視点

日本ゼオンのSWCNT増産は、EVバッテリーやAIサーバー向け高性能材料の需要を背景とした、非常に
戦略的な投資です。生産能力「数十倍」という規模は、市場の成長予測に対する強い自信の表れであり
、日本の素材産業がグローバルサプライチェーンで重要な役割を担い続けるための具体的なアクション
と言えます。ただし、SWCNTの品質安定性やコスト競争力は常に問われるため、増産と並行して製造
プロセスのさらなる最適化が不可欠です。【機会】としては、日本の電池メーカーやEVメーカーが安定
した高性能材料を国内で調達できる点が挙げられます。また、AIデータセンターの省エネ化にも貢献し
、新たな市場を開拓する可能性もあります。【脅威】としては、競合他社も同様の増産や技術開発を進
める中で、技術的優位性をいかに維持するかが課題です。特に中国や韓国の材料メーカーの動向には注
視が必要です。R&D;部門は、SWCNTのさらなる高機能化（例：特定の用途に最適化された特性）と、
製造コスト低減技術の開発を継続すべきです。経営企画部門は、政府補助金を活用しつつ、グローバル
な需要動向と競合分析に基づいた中長期的な投資戦略を策定することが求められます。

深掘り ② ― KAIST、酸化グラフェンの選択的抗菌メカニズム解明
#13 | 2026/04/27 | TechNews 科技新報 | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●○○

韓国科学技術院（KAIST）の研究者らは、酸化グラフェン（GO）が人体細胞に無害なまま、薬剤耐性菌を含む有害な
細菌を効果的に殺滅する分子メカニズムを初めて解明しました。GOは細菌膜に特有の分子を標的とすることで選択的
な破壊能力を発揮し、人体細胞には影響を与えません。

動物実験では、ナノファイバー形態のGOが多様な病原性細菌を抑制するだけでなく、炎症を引き起こすことなく傷の
治癒を促進することが確認されました。この発見は、炭素ナノ材料の毒性に関する懸念に対処し、GOの生体適合性と
抗菌作用に関する明確な証拠を提供し、医療応用への道を拓きます。
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▶ 技術者の視点

酸化グラフェン（GO）の選択的抗菌メカニズム解明は、薬剤耐性菌問題に対する画期的なアプローチで
あり、学術的ブレークスルーとして非常に高い価値があります。特に、人体細胞に無害であるという選
択性が実証された点は、これまでのナノ材料の細胞毒性に関する懸念を払拭し、医療応用への大きな一
歩となります。ナノファイバー形態での傷治癒促進効果も注目すべき点です。ただし、動物実験からヒ
トへの応用には、長期的な生体内安全性、分解性、免疫応答など、まだ多くの未解決課題があります。
また、GOの製造プロセスにおける品質の均一性や量産性も実用化には不可欠です。【機会】としては、
日本の医療機器メーカーや製薬企業が、抗菌コーティング、創傷被覆材、あるいは標的型抗菌薬として
のGOベース材料の開発に参入するチャンスです。特に、既存の抗生物質が効かないスーパーバグ対策と
して、新たな市場を創出する可能性があります。【脅威】としては、韓国がこの分野で先行しているた
め、日本企業は迅速なR&D;投資と提携戦略が求められます。R&D;部門は、GOの生体適合性に関する
詳細なデータ収集と、特定の医療用途に最適化されたGO材料の設計・合成技術の開発を急ぐべきです。
また、薬事申請を見据えた安全性評価プロセスの構築も重要です。
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深掘り ③ ― 量子ドットで長距離量子通信の課題解決
#16 | 2026/04/30 | innovaTopia | 技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●○○

ニールス・ボーア研究所が、量子ドットから既存の光ファイバー伝送に最適なテレコムOバンド（1300nm帯）で単一
光子を直接生成することに成功しました。これにより、従来、量子ドットからの光子波長と標準光ファイバーの不適合
性によって生じていた長距離量子通信の課題が解決されます。

この研究は、周波数変換に頼ることなく、量子ドットをコヒーレントに操作して望ましい波長で光子を放出させること
で、この基本的な不適合性を克服したものです。高効率かつ高純度な単一光子源が長距離光ファイバーを通じて安定し
て伝送できるようになり、量子インターネット構築に向けた大きな一歩となります。

▶ 技術者の視点

量子ドットからの単一光子生成において、既存の光ファイバー網に適合するテレコムOバンドでの直接
発光を実現したことは、量子通信の実用化に向けた極めて重要なブレークスルーです。これまで課題と
されてきた波長変換の複雑さや効率低下を回避できるため、量子鍵配送の距離と速度を飛躍的に向上さ
せる可能性を秘めています。この成果は、量子ドットのナノスケールな物理的特性を精密に制御する技
術の進歩を示しており、材料科学の重要性を改めて浮き彫りにします。ただし、基礎研究段階であり、
実用的なシステムへの統合には、量子ドットの安定性、信頼性、量産性、そして極低温環境下での動作
維持など、多くの技術的課題が残されています。【機会】としては、日本の光通信デバイスメーカーや
材料メーカーが、この新しい量子ドット技術を基盤とした次世代光子源や量子中継器の開発に参入する
チャンスです。特に、既存の光ファイバーインフラを活用できる点は、市場導入の障壁を低減します。
【脅威】としては、この分野での国際競争が激化する中、日本が技術開発で遅れを取るリスクがありま
す。R&D;部門は、量子ドットの材料設計、成長技術、デバイス化プロセスに関する研究を強化し、国際
的な共同研究も視野に入れるべきです。経営層は、量子通信がもたらす将来のセキュリティ市場や情報
インフラへの影響を評価し、戦略的な投資判断を行う必要があります。

その他の注目記事
Alphabet傘下のIsomorphic Labs、AI設計医薬品のヒト臨床試験を開始へ (MLQ Agent)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○

AIによる創薬が臨床試験段階へ移行。AlphaFold技術が鍵。日本の製薬・バイオ・材料メーカーはAI創薬支援材料開発
の機会を検討すべき。

研究者らが量子光源から放出される単一光子の偏光状態の操作に成功 (AMERICAN ELEMENTS ®)
技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○ 市場インパクト●●●○○

単一光子の偏光状態を精密に操作する技術は、量子コンピューティングや量子通信の基礎を強化。ナノマテリアルエン
ジニアリングが重要。

ナノテクノロジー関連の注目銘柄：AI・半導体分野の成長を牽引 (MarketBeat)
技術新規性●○○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●○

ナノテク関連株はAI・半導体分野の成長を牽引。高リスク・高リターンだが、次世代技術への投資機会。日本の関連企
業は市場動向を注視。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;】日本ゼオンのSWCNT増産計画（#10）の詳細を調査し、自社のEVバッテリーまたはAIサーバー関連
材料開発への影響を評価。

• 【経営企画】韓国政府の「第6次ナノテクノロジー総合開発計画」（#12）を分析し、日本のナノテク産業への
競争圧力と潜在的な協力機会を検討。

• 【調達】BioNTechと韓国企業のmRNAデリバリー技術提携（#14）を受け、LNP関連材料のサプライヤー動向
を調査し、将来的な調達戦略に反映。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;】KAISTの酸化グラフェン抗菌メカニズム解明（#13）を基に、自社での抗菌材料開発や医療応用への
可能性を検討するワーキンググループを立ち上げ。

• 【半導体PKG】IMFの台湾半導体産業予測（#15）を踏まえ、日本の半導体サプライチェーンにおける自社の位
置付けと競争力強化策について部門横断で議論を開始。

• 【R&D;】ニールス・ボーア研究所の量子ドット長距離量子通信技術（#16）の動向を詳細に調査し、自社の光
通信技術や量子技術ロードマップへの影響を評価。

▍中長期（四半期〜）
• 【経営企画】レゾナックによるナノカーボン材料規制に関する提言（#17）を参考に、国際的なナノ材料規制議
論への日本の産業界としての参画戦略を立案。

• 【R&D;】AI設計医薬品の臨床試験開始（#08）を受け、AI創薬・デリバリーシステム向けの高機能材料開発ロ
ードマップを策定し、研究投資計画に組み込む。

• 【R&D;】グラフェンを活用した量子コンピューティングデバイス開発（#19）の進展を注視し、日本の量子コ
ンピューティング向けナノ材料・デバイス開発の可能性を検討。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-05-02
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印刷可能な人工神経が生物の脳細胞と直接相互作用を実現

概要

ノースウェスタン大学のエンジニアが、生きた脳細胞と直接対話可能な人工神経の印
刷に成功した。これは、二硫化モリブデンとグラフェンのナノスケール薄片をエアロ

ゾルジェット印刷で生成した柔軟なデバイスによるもので、Nature Nanotechnologyに
詳細が掲載されている。人工神経は、マウスの脳組織スライス内で実際の神経細胞を
活性化できる電気信号を生成し、生体適合性の大きな進歩を示した。この研究は、聴

覚、視覚、運動のための新しい脳機械インターフェースや神経補綴の道を拓くもので
あり、現在のAI技術が抱える膨大な電力消費の問題を解決するため、脳の効率的な情
報処理を模倣した省エネルギーなコンピューティングシステムの基礎となる。

公開日 2026年04月27日  Northwestern University News Center  アメリカ



詳細

背景と技術的挑戦

近年、脳と機械のインターフェース（BMI）や神経補綴の分野は急速に進展しています
が、生体との直接的かつ安定的な統合、特に柔軟性と生体適合性を兼ね備えたデバイス
の開発は大きな課題でした。従来のシリコンベースのデバイスは硬く、生体組織との機
械的ミスマッチが生じやすく、長期的な使用における炎症や機能低下が懸念されていま
した。ナノテクノロジーは、この課題を克服するための鍵として期待されており、特に
フレキシブルな電子材料を用いることで、生体組織により自然に統合されるデバイスの
実現が模索されています。

主要な技術革新と実験結果

ノースウェスタン大学の研究チームは、この分野における画期的な成果を発表しまし
た。彼らは、エアロゾルジェット印刷技術を用いて、二硫化モリブデン（MoS2）とグ
ラフェンという2種類のナノスケール薄片からなる柔軟な人工神経を製造しました。こ
れらの材料は、その優れた電気的特性と機械的柔軟性から、生体システムとのインター
フェースに理想的です。特に、グラフェンの高い電気伝導性とMoS2の半導体特性を組
み合わせることで、生体神経細胞が発する電気信号を模倣し、それに応答する能力を持
つ人工神経の設計が可能となりました。

ナノ材料の選択: 柔軟性と高い電気伝導性、そして生体適合性を考慮し、MoS2とグ
ラフェンのナノスケール薄片が採用されました。これらの材料は、生体組織との界面
において安定性を示すことが期待されます。

エアロゾルジェット印刷技術: この精密な印刷技術により、マイクロメートルスケー
ルの複雑な回路パターンを柔軟な基板上に形成することが可能となり、人工神経の微
細な構造制御を実現しました。

生体適合性と機能実証: 開発された人工神経は、マウスの脳組織スライスに対して電
気信号を生成し、実際の神経細胞を活性化させることに成功しました。これは、人工
デバイスが生体神経ネットワークと機能的に連携できることを明確に示しており、神
経科学とナノテクノロジーの融合における重要なマイルストーンとなります。



影響と将来展望

この研究は、脳機械インターフェースや神経補綴の未来を大きく変革する可能性を秘め
ています。例えば、失われた感覚（視覚や聴覚）や運動機能を取り戻すための次世代デ
バイス開発に直結するだけでなく、パーキンソン病やアルツハイマー病といった神経変
性疾患の治療にも新たな道を開くかもしれません。さらに、この技術は、現在のAIシス
テムが直面している膨大な電力消費の問題に対しても示唆を与えます。脳の極めて効率
的な情報処理メカニズムを人工的に模倣することで、より省エネルギーで高性能なニュ
ーロモルフィックコンピューティングシステムの開発に繋がる可能性があります。ナノ
スケールでの材料設計と生体システムとの統合は、未来の医療技術と情報技術の発展に
おいて、ますます重要な役割を果たすでしょう。

元記事: #

収集日: 2026年05月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



ナノテクノロジー関連の注目銘柄：AI・半導体分野の成長
を牽引

概要

MarketBeatの最新の銘柄スクリーナーは、ナノテクノロジー分野で注目すべき主要な
株式として、オント・イノベーション（Onto Innovation）、ナノ・ディメンション
（Nano Dimension）、NVE、そしてクリーネ（Clene）を挙げた。これらの企業は、

ナノスケールの材料、デバイス、プロセスを開発、製造、または商業化しており、半
導体、医療、電子機器などの幅広い産業でのナノテクノロジーの進歩を反映してい
る。ナノテクノロジー関連株は、長期にわたる研究開発期間や商業化の不確実性から

高リスク・高リターンとされるが、次世代技術への投資機会を提供する。特に、AIや
高性能コンピューティングの需要増大が、これらの技術革新を加速させている。

公開日 2026年04月29日  MarketBeat  アメリカ



詳細

ナノテクノロジー投資の背景と現状

ナノテクノロジーは、材料、電子機器、医療、エネルギーなど、多岐にわたる産業分野
で革命をもたらす可能性を秘めた先端技術として、近年ますます注目を集めています。
原子や分子レベルで物質を操作し、新たな特性や機能を持つ材料やデバイスを創出する
この技術は、半導体製造の微細化、高効率なエネルギー貯蔵システム、標的型ドラッグ
デリバリー、さらにはAIや量子コンピューティングのハードウェア基盤など、幅広い応
用が期待されています。

主要な注目銘柄とその事業概要

MarketBeatの最新の市場分析によると、現時点で特に注目すべきナノテクノロジー関連
企業として以下の銘柄が挙げられています。

オント・イノベーション（Onto Innovation, ONTO）: 半導体製造プロセスにおける
光学計測およびリソグラフィツールを専門としています。半導体チップの微細化が進
むにつれて、ナノスケールでの欠陥検出やパターン測定の精度が極めて重要となり、
同社の技術は次世代半導体の量産に不可欠な存在となっています。

ナノ・ディメンション（Nano Dimension, NNDM）: 先端電子機器やセラミック/金
属部品向けの積層造形（アディティブ・マニュファクチャリング）および3Dプリン
ティングシステムを提供しています。ナノスケールでの材料制御により、従来では不
可能だった複雑な構造や多機能デバイスの製造を実現しています。

NVE（NVEC）: スピントロニクスを基盤としたセンサーやカプラーの開発に注力し
ています。スピントロニクスは、電子の電荷だけでなくスピンを利用する技術であ
り、超低消費電力で高速な情報処理を可能にするナノデバイスの実現が期待されてい
ます。

クリーネ（Clene, CLNN）: クリーン表面ナノテクノロジー治療薬を開発する臨床段
階の企業です。神経変性疾患などの治療において、ナノ粒子を用いて薬剤を効率的に
標的部位に送達する技術は、副作用の軽減と治療効果の最大化に貢献すると期待され
ています。



ナノテクノロジー株のリスクと機会

ナノテクノロジー関連株への投資は、高い成長性が見込まれる一方で、相応のリスクも
伴います。これらの企業は、長期にわたる研究開発期間、規制当局の承認プロセス、そ
して技術の商業化における不確実性といった課題に直面することが少なくありません。
しかし、AI、IoT、ヘルスケア、クリーンエネルギーといったメガトレンドがナノテク
ノロジーの需要を強力に推進しており、技術革新の成功が莫大な市場価値を生み出す可
能性を秘めています。投資家は、個々の企業の技術力、知的財産、市場戦略、財務健全
性を慎重に評価し、ポートフォリオの一部として高成長の機会を捉えることが重要で
す。ナノテクノロジーは単なる科学技術の進歩に留まらず、社会全体の変革を促すドラ
イバーとして、今後もその動向が注目されます。

元記事: https://www.marketbeat.com/instant-alerts/nanotechnology-stocks-to-watch-now-april-25th-

2026-04-25/

収集日: 2026年05月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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Park Systems、Rocky Mountain Nanotechnologyを買収
しAFMプローブの供給網を強化

概要

原子間力顕微鏡（AFM）ソリューションの主要プロバイダーであるPark Systems Corp.

が、Rocky Mountain Nanotechnology LLC (RMN) の買収を発表した。ユタ州ソルトレ
イクシティに拠点を置くRMNは、超高純度固体白金および白金-イリジウムAFMプロー

ブの製造を専門としている。この買収は、AFMベースのナノプロービングおよび電気
測定における重要な構成要素であるプローブの社内製造へのPark Systems初の参入と
なる。Park Systemsは、技術移転を通じて韓国に専用プローブ生産施設を設立する計

画であり、RMNの米国施設は移行期間中も完全な生産を維持する。この動きは、Park

Systemsのグローバルなナノ計測業界における地位を強化し、AFM技術の継続的な革新
を確実にするものである。

公開日 2026年04月30日  TMCnet (PRNewswire経由)  アメリカ



詳細

AFM市場の成長とプローブ供給の重要性

原子間力顕微鏡（AFM）は、ナノスケールでの表面形状、物理的特性、電気的特性を高
精度に測定できることから、半導体、材料科学、ライフサイエンスなどの研究開発およ
び品質管理において不可欠なツールとなっています。AFMの性能は、そのプローブの品
質と安定性に大きく依存しており、特にナノプロービングや電気測定といった高度なア
プリケーションでは、超高純度かつ高精度なプローブが不可欠です。市場の拡大ととも
に、高性能プローブの安定供給は、AFMメーカーにとって喫緊の課題となっています。

Park SystemsによるRocky Mountain Nanotechnology買収の詳細

Park Systems Corp.は、この重要な課題に対処するため、ユタ州ソルトレイクシティに
拠点を置くRocky Mountain Nanotechnology LLC（RMN）を買収することを発表しまし
た。RMNは、超高純度の固体白金および白金-イリジウムAFMプローブの製造において
独自の専門技術と実績を持つ企業です。この買収は、Park Systemsにとって初のAFMプ
ローブの社内製造への参入を意味し、これにより、AFMソリューションの心臓部ともい
えるプローブのサプライチェーンを自社で完全に管理できるようになります。

戦略的意義: プローブの社内製造により、Park Systemsは製品の品質管理を一層強化
し、特定のアプリケーションに最適化されたプローブを迅速に開発・供給することが
可能になります。これは、競争が激化するナノ計測市場において、技術的優位性を確
立する上で極めて重要です。

生産拠点と技術移転: Park Systemsは、RMNの製造技術を韓国に移転し、専用のプロ
ーブ生産施設を新設する計画です。この一方で、移行期間中もRMNの米国施設では
生産が継続され、顧客への供給が途切れることはありません。この二段階のアプロー
チは、スムーズな技術統合と安定供給を両立させるための賢明な戦略と言えます。

製品と市場への影響: 白金および白金-イリジウムプローブは、その高い導電性と耐久
性から、特に電気測定AFMにおいて重要な役割を果たします。今回の買収により、
Park Systemsはこれらの高性能プローブの安定供給を確保し、顧客がより信頼性の高
いナノ計測データを得られるよう貢献します。



ナノ計測業界における展望

この買収は、Park Systemsがグローバルなナノ計測業界におけるリーダーとしての地位
をさらに盤石にするための戦略的な一歩です。プローブの供給源を確保し、自社で開発
サイクルを統合することで、同社はAFM技術の革新を加速させ、より高性能で多様なニ
ーズに対応できるソリューションを提供できるようになります。今後、ナノテクノロジ
ー研究の深化や産業応用分野の拡大に伴い、AFMの需要は一層高まることが予想され、
Park Systemsのこの動きは業界全体の進化を牽引する重要な要素となるでしょう。

元記事: #

収集日: 2026年05月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



ペンシルベニア州がAIと量子技術の統合推進に向け「キー
ストーンAI+量子ファクトリー」を始動

概要

ペンシルベニア州は、州全体の広範なイノベーションネットワークである「キースト
ーンAI+量子ファクトリー」を発足させた。このイニシアチブは、AIと量子研究の進歩
を実用的な産業応用へと転換するため、州を代表する研究大学を結びつけることを目

的としている。ファクトリーは、世界クラスの研究を育成し、熟練した労働力を開発
し、高度な計算リソースを提供するための共有インフラストラクチャを提供する。最
終目標は、エネルギー、製造、ライフサイエンスなど多様な分野での雇用創出を促進

することである。才能とインフラを戦略的に連携させることで、ペンシルベニア州は
新興技術におけるリーダーとしての地位を固めることを目指す。

公開日 2026年04月25日  Quantum Computing Report  アメリカ



詳細

AIと量子技術融合の重要性

人工知能（AI）と量子コンピューティングは、現代科学技術における最も革新的なフロ
ンティアとして注目されています。AIはデータ処理とパターン認識において卓越した能
力を発揮し、量子コンピューティングは特定の計算問題において従来のスーパーコンピ
ュータを凌駕する可能性を秘めています。これら二つの技術の融合は、創薬、新素材開
発、金融モデリング、暗号解読など、既存の技術では解決不可能だった多くの課題に対
するブレークスルーをもたらすと期待されています。特に、量子アルゴリズムの実行に
は極めて精密なナノスケールのデバイスが不可欠であり、ナノテクノロジーはこの分野
の発展の基盤を形成しています。

「キーストーンAI+量子ファクトリー」の目的と構成

ペンシルベニア州が立ち上げた「キーストーンAI+量子ファクトリー」は、州内の主要
な研究大学、産業界、政府機関を連携させ、AIと量子技術の研究開発から産業応用まで
を一貫して推進するための包括的なエコシステム構築を目指しています。このイニシア
チブは、以下の三つの柱を中心に活動を展開します。

世界クラスの研究推進: 州内の研究機関が持つ専門知識とリソースを結集し、AIと量
子分野における基礎研究から応用研究までを加速します。これにより、新たな理論的
枠組みや革新的な技術の創出を目指します。

熟練した労働力の育成: 急成長するAIおよび量子産業の需要に応えるため、専門的な
知識とスキルを持つ人材を育成します。大学と産業界が連携し、実践的な教育プログ
ラムやインターンシップを通じて、次世代のエンジニアや研究者を育てます。

共有インフラストラクチャの提供: 高度なAIモデルの学習や量子シミュレーションに
必要な計算リソース、クリーンルーム施設、ナノファブリケーション設備などの高価
なインフラを共有することで、中小企業やスタートアップ企業も先端技術開発にアク
セスしやすくなります。



期待される影響とナノテクノロジーの役割

「キーストーンAI+量子ファクトリー」は、ペンシルベニア州をこれらの新興技術分野
におけるリーダーとして位置づけることを目標としており、エネルギー、製造、ライフ
サイエンス、情報技術など、多様なセクターでの新たな雇用創出と経済成長を促進する
ことが期待されます。特に、量子コンピューティングのハードウェア開発においては、
超伝導量子ビットやトポロジカル量子ビット、量子ドットなど、そのほとんどが極限的
なナノスケールでの精密な設計と製造を必要とします。そのため、ナノテクノロジーの
研究開発、特に高性能なナノ材料の創出や高精度なナノファブリケーション技術の確立
は、「キーストーンAI+量子ファクトリー」の成功に不可欠な要素となるでしょう。こ
の戦略的な取り組みは、未来の技術革新を加速するための重要なモデルとなる可能性が
あります。

元記事: #

収集日: 2026年05月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



量子コンピューティング企業Alice & Bob、グラフェンベ
ースの100論理量子ビットシステム「Graphene」開発を
加速

概要

パリを拠点とする量子コンピューティング企業Alice & Bobは、わずか7ヶ月で100人以

上の従業員を雇用する積極的な採用活動を成功裏に完了し、目標を前倒しで達成し
た。この人員拡大は、同社の100論理量子ビット量子コンピューター「Graphene」シ
ステムの開発を加速するために極めて重要である。Grapheneシステムは、「キャット

量子ビット」を利用しており、これによりハードウェア要件を200倍削減できる可能性
が示されている。この成果は、広範なグローバルテック景気減速や困難なフランスの
労働市場と対照的である。同社の成長は、量子技術を進歩させ、競争の激しい量子コ

ンピューティング分野での地位を固めるというコミットメントを強調している。

公開日 2026年05月01日  Quantum Computing Report  フランス



詳細

量子コンピューティング競争と人材獲得の重要性

量子コンピューティングは、現在の古典コンピュータでは解決困難な問題を高速に処理
する可能性を秘めた次世代技術であり、世界中の国家や企業がその開発にしのぎを削っ
ています。この競争において、量子ビットの安定性、エラー訂正能力、そしてシステム
の拡張性は主要な課題です。特に、実用的な量子コンピュータの実現には、大量の「論
理量子ビット」を構築する必要があり、これは物理量子ビットを大幅に増やすこと、ま
たは物理量子ビットあたりのエラー率を極限まで低減することによって達成されます。
このような複雑な技術開発には、高度な専門知識を持つ人材が不可欠であり、グローバ
ルなテック景気減速下での人材確保は企業の競争力を大きく左右します。

Alice & Bob社の「Graphene」システムと「キャット量子ビット」の革新

フランスを拠点とする量子コンピューティング企業Alice & Bobは、100論理量子ビット
量子コンピュータ「Graphene」システムの開発を加速するため、わずか7ヶ月で100人
以上の従業員を雇用するという大胆な目標を達成しました。この急速な人員拡大は、同
社が量子技術開発において強力なコミットメントを持っていることを示しています。同
社のGrapheneシステムは、「キャット量子ビット（cat qubits）」と呼ばれる、エラー
耐性を高める独自の量子ビット方式を採用しています。

キャット量子ビットの利点: キャット量子ビットは、量子エラー訂正に必要な物理量
子ビットの数を大幅に削減する可能性を秘めています。レポートによると、この技術
によりハードウェア要件を200倍削減できる可能性があり、これは大規模な量子コン
ピュータをより早期かつ効率的に構築するための重要なブレークスルーとなります。

グラフェン技術の関連性: 「Graphene」というシステム名は、超伝導回路や量子デバ
イスの基盤材料としてグラフェンなどのナノ材料が利用されていることを示唆してい
ます。グラフェンは、その優れた電気伝導性、熱伝導性、そして原子レベルの薄さか
ら、量子ビットの相互作用を制御したり、ノイズを低減したりするための理想的なプ
ラットフォームとして研究されています。ナノスケールでの材料設計とプロセス制御
は、量子デバイスの性能を最大化する上で不可欠です。



グローバルな影響と将来展望

Alice & Bob社の今回の成果は、量子コンピューティング業界全体に大きな影響を与える
可能性があります。技術の進歩が加速することで、量子コンピュータの実用化がより現
実的なものとなり、創薬、金融、物流、暗号技術など、多岐にわたる分野での応用が期
待されます。また、人材獲得における成功は、スタートアップ企業がグローバルな競争
環境で生き残り、成長するためのモデルとなり得ます。ナノ材料科学の進歩が量子コン
ピューティングのハードウェア開発を支えることで、将来的に、より堅牢でスケーラブ
ルな量子コンピュータが実現し、社会全体のイノベーションを加速させることになるで
しょう。

元記事: #

収集日: 2026年05月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



IQM Quantum Computers、AI駆動型エージェントキャリ
ブレーションを導入し超伝導プロセッサの効率を向上

概要

欧州の主要な量子ハードウェア企業であるIQM Quantum Computersは、超伝導プロセ
ッサ向けにAI駆動型エージェントキャリブレーションの導入を発表した。ワールド量
子デー（2026年4月14日）に発表されたこの革新的なシステムは、ビジョン・言語モ

デルを活用して、量子ビットの複雑なチューニングプロセスを並列で自動化する。従
来、量子ビットのキャリブレーションは、現場の物理学者が手作業で行う、労働集約
的な作業であった。この重要なプロセスを自動化することで、IQMは必要な時間と労

力を大幅に削減し、量子コンピューティングシステムの開発と展開を加速することを
目指す。この進歩は、量子コンピューターをよりスケーラブルで、研究および産業用
途によりアクセスしやすくするための重要な一歩となる。

公開日 2026年05月01日  Quantum Computing Report  ドイツ



詳細

量子コンピューティングにおけるキャリブレーションの課題

量子コンピューティングは、その膨大な計算能力で注目されていますが、その実用化に
は多くの技術的障壁が存在します。特に、量子ビットのキャリブレーション、すなわち
量子ビットが最適な性能を発揮するように精密に調整するプロセスは、極めて複雑で時
間のかかる作業です。超伝導量子ビットのような量子デバイスは、極低温環境下で動作
し、その挙動は非常にデリケートです。各量子ビットの周波数、結合強度、制御パルス
などを手動でチューニングすることは、専門の物理学者にとっても大きな負担であり、
量子システムの規模が拡大するにつれて、この問題はさらに深刻化します。このような
手作業によるキャリブレーションは、量子コンピュータの拡張性と運用コストの面で大
きなボトルネックとなっていました。

IQMによるAI駆動型エージェントキャリブレーションの導入

欧州を代表する量子ハードウェア企業であるIQM Quantum Computersは、この課題を
克服するため、AI駆動型エージェントキャリブレーションシステムを超伝導プロセッサ
に導入したことを発表しました。このシステムは、最新のビジョン・言語モデル
（VLM）を活用し、量子ビットのチューニングプロセスを並列かつ自律的に実行しま
す。VLMは、量子システムの物理的な状態を視覚情報として認識し、それに最適なキャ
リブレーション手順を言語モデルとして生成・実行することで、これまで人間が行って
いた複雑な判断を自動化します。

自動化の恩恵: このシステムにより、量子ビットのキャリブレーションにかかる時間
と労力が大幅に削減されます。これにより、研究者はより多くの時間を新しい量子ア
ルゴリズムの開発や実験に費やすことができ、量子コンピューティングシステムの開
発サイクル全体が加速されます。

スケーラビリティの向上: 量子コンピュータの規模が大きくなればなるほど、量子ビ
ットの数は増え、手動でのキャリブレーションは非現実的になります。AIによる自動
化は、数百、数千の量子ビットを持つ大規模な量子システムの運用を可能にするため
の重要なステップです。



ナノテクノロジーとの関連: 超伝導量子ビットは、極めて微細なナノスケールの回路
で構成されており、その設計と製造には高度なナノファブリケーション技術が不可欠
です。AIによるキャリブレーションは、これらのナノデバイスの潜在能力を最大限に
引き出し、設計段階で予測しきれなかった微細な挙動の差異をリアルタイムで補正す
ることを可能にします。

量子コンピューティングの未来への影響

IQMのこの進歩は、量子コンピューティングの実用化に向けた重要なマイルストーンと
なります。キャリブレーションの自動化は、量子コンピュータの信頼性と安定性を向上
させ、より多くの研究者や企業がこの最先端技術にアクセスできる道を拓きます。これ
により、量子化学、材料科学、金融、最適化問題など、多岐にわたる分野での量子コン
ピューティングの応用が加速されるでしょう。AIとナノテクノロジーの融合は、量子ハ
ードウェアの性能を最大限に引き出すための強力なシナジーを生み出し、未来のコンピ
ューティングパラダイムを形作る上で中心的な役割を果たすと予想されます。

元記事: #

収集日: 2026年05月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



研究者らが量子光源から放出される単一光子の偏光状態の
操作に成功

概要

2026年4月25日、American Elementsは、研究者らが量子光源から放出される単一光子
の偏光状態を操作することに成功したという新たな発見を強調した。この短い発表
は、「Today's Top Discovery™」シリーズの一部として紹介され、精密なナノマテリア

ルエンジニアリングによって支えられている量子光学およびフォトニクスの進歩を浮
き彫りにしている。単一光子のこのような制御は、次世代の量子コンピューティング
や安全な量子通信を含む量子技術を開発するための基礎となる。この進展は、光を量

子レベルで操作する上での大きな進歩を示すものである。

公開日 2026年04月25日  AMERICAN ELEMENTS ® (Today's Top Discovery™)  アメリカ



詳細

量子光学と単一光子制御の背景

量子光学は、光の量子的な性質、特に光子と呼ばれる個々の粒子の振る舞いを研究する
分野です。次世代の量子情報技術、例えば量子コンピューティングや量子通信、量子暗
号の実現には、単一光子源を生成し、その量子状態（偏光、位相、エンタングルメント
など）を精密に制御する能力が不可欠です。特に偏光は、情報を符号化するための基本
的な手段として広く利用されており、その安定した制御は量子デバイスの信頼性を大き
く左右します。これまでの研究では、量子ドットや窒素空孔中心（NVセンター）など
のナノスケール量子エミッターを用いて単一光子源が開発されてきましたが、その偏光
状態を自在に操作することは技術的に大きな課題とされてきました。

ナノマテリアルエンジニアリングと偏光制御の達成

American Elementsが「Today's Top Discovery™」として取り上げた今回の研究は、この
単一光子の偏光制御における重要なブレークスルーを示しています。この成果は、高度
なナノマテリアルエンジニアリングによって支えられています。研究者らは、量子光
源、おそらくは特定のナノ構造を持つ量子ドットや2次元材料エミッターを設計し、そ
の構造や環境を精密に制御することで、放出される単一光子の偏光状態を外部から効果
的に操作するメカニズムを発見したと推測されます。このようなナノスケールでの材料
設計と微細加工技術は、量子エミッターの光学特性を最適化し、望ましい量子状態を安
定して生成するために不可欠です。

精密なナノ構造制御: 量子光源となるナノ構造体の形状、サイズ、配置を極めて精密
に制御することで、光子の放出方向や偏光の自由度を設計することが可能になりま
す。

外部場の利用: 電場、磁場、あるいは応力といった外部場を印加することで、量子エ
ミッターの電子状態や結晶構造を変化させ、結果として放出される光子の偏光状態を
変調する技術が用いられた可能性があります。

量子レベルでの光操作: この技術は、単一光子レベルで情報をエンコードし、エラー
のない状態で伝送・処理するための基礎を提供します。これは、現在の光学システム
では達成できないレベルの制御を意味します。



量子技術への影響と将来展望

単一光子の偏光状態を自在に制御できる能力は、量子コンピューティングにおける量子
ビットのエンコーディングと操作、量子通信における情報伝送の安全性と効率性、そし
て量子計測における高感度センサーの開発に直接的な影響を与えます。例えば、量子ビ
ットとして偏光を用いることで、より堅牢な量子プロセッサの設計が可能となり、量子
暗号通信では盗聴に対する耐性が向上します。この発見は、ナノテクノロジーが量子光
学の分野でいかに決定的な役割を果たしているかを示しており、今後の量子技術の実用
化を大きく加速させるでしょう。ナノマテリアルと量子物理学の融合は、未来の情報社
会の基盤を築く上で、さらに多くの革新をもたらすと期待されます。

元記事: #

収集日: 2026年05月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



Alphabet傘下のIsomorphic Labs、AI設計医薬品のヒト臨
床試験を開始へ

概要

Google DeepMindからスピンオフしたAlphabet傘下のIsomorphic Labsは、人工知能を
用いて設計された候補薬のヒト臨床試験を開始する準備を進めている。同社は当初、
独自の薬剤設計エンジン（IsoDDE）と高い精度でタンパク質構造を予測するAlphaFold

技術を活用し、腫瘍学に注力している。この重要なマイルストーンは、パイプライン
の進展を目的とした2025年3月の6億ドルの資金調達に続くものである。コリン・マー
ドック社長は、試験が「非常に近い」ことを確認し、ロンドンのチームがAIと協力し

てこれらの癌治療薬を設計していると述べた。同社の目標は、従来の創薬手法と比較
して、より迅速、費用対効果が高く、成功率の高い創薬を加速することである。

公開日 2026年04月25日  MLQ Agent  イギリス



詳細

AI創薬の台頭とその背景

従来の創薬プロセスは、膨大な時間、コスト、そして低い成功率が課題とされてきまし
た。数千から数万の候補化合物の中から、病原体や疾患関連タンパク質に特異的に作用
する分子を見つけ出す作業は、莫大な労力を要します。しかし近年、人工知能（AI）と
機械学習技術の進歩により、この創薬のボトルネックを解消する可能性が開けてきまし
た。AIは、広範な生物学的データ、化学的特性、そして臨床結果を分析し、有望な候補
化合物を効率的に特定・設計する能力を持つため、創薬のスピードと成功確率を劇的に
向上させることが期待されています。

Isomorphic LabsによるAI設計医薬品の臨床試験開始

Alphabetの子会社であるIsomorphic Labsは、Google DeepMindからスピンオフして以
来、AIを活用した創薬分野で先駆的な取り組みを進めてきました。同社は今回、AIによ
って設計された複数の候補薬について、ヒト臨床試験を開始する準備が整ったことを発
表しました。これは、AI創薬が基礎研究から臨床応用へと移行する重要なマイルストー
ンを意味します。

核心技術: Isomorphic Labsは、独自の「Drug Design Engine (IsoDDE)」と、タンパク
質の3D構造を極めて高い精度で予測する「AlphaFold」技術を中核としています。
AlphaFoldは、薬剤が標的タンパク質にどのように結合するかを理解する上で不可欠
であり、より効果的で副作用の少ない薬剤の設計を可能にします。

初期焦点領域: 同社は当初、治療が困難ながん腫瘍学領域に注力しており、AIを用い
て新たな作用機序を持つ抗がん剤の開発を目指しています。これは、AIが複雑な生物
学的システムを解読し、新たな治療戦略を見出す能力を示すものとなります。

資金調達と進捗: 2025年3月に6億ドルの資金調達ラウンドを成功させたことは、同社
のパイプラインの進展と、AI創薬への市場の強い期待を裏付けています。英国ロンド
ンを拠点とするチームがAIと密接に連携し、これらの革新的な薬剤を設計していま
す。



ナノテクノロジーとの連携と将来展望

AIが設計した薬剤の臨床試験開始は画期的なことですが、薬剤が体内で効果的に作用す
るためには、適切なデリバリーシステムも不可欠です。ここでナノテクノロジーが重要
な役割を果たします。例えば、脂質ナノ粒子（LNP）やポリマーナノ粒子などのナノキ
ャリアは、AIによって設計された薬物分子を安定的に輸送し、特定の細胞や組織に標的
指向的に届けることを可能にします。これにより、薬物の生体内での安定性が向上し、
副作用が軽減され、治療効果が最大化される可能性があります。

AIとナノテクノロジーの融合は、創薬プロセス全体を加速し、よりパーソナライズされ
た医療や精密医療の実現に向けた強力な推進力となるでしょう。Isomorphic Labsの臨床
試験の成功は、AIが創薬の「設計」段階だけでなく、「送達」段階においてもナノテク
ノロジーと連携することで、医療の未来を根本から変革する可能性を示しています。

元記事: https://mlq.ai/news/isomorphic-labs-launches-human-trials-for-ai-designed-drugs/

収集日: 2026年05月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://mlq.ai/news/isomorphic-labs-launches-human-trials-for-ai-designed-drugs/


量子コンピューティング業界で主要企業が戦略的リーダー
シップ人事を発表

概要

2026年5月1日に報じられたように、量子コンピューティング業界ではいくつかの戦略
的なリーダーシップ人事が発表された。注目すべき変更には、PsiQuantumの取締役に
Lip-Bu Tanが就任したこと、Q.ANTのCTOにBruno Spruthが就任したこと、IonQの量子

コンピューティング製品SVPにJeff Henshawが就任したことなどが含まれる。また、欧
州委員会は地域の政策と戦略を導くために量子コンピューティング諮問委員会（Q-

CAB）を立ち上げた。EnQaseはMahi Dontamsettiを諮問委員会に迎え、Oscar Bedolla

が特定されていないエンティティ（おそらく量子関連）の最高戦略責任者に任命され
た。これらの人事は、量子技術分野のダイナミックな成長と成熟度の高まりを反映し
ており、企業や組織がナノテクノロジーを多用するハードウェア開発における革新、

商業化、戦略的方向性を推進するためにリーダーシップを強化していることを示して
いる。

公開日 2026年05月01日  Quantum Computing Report  アメリカ



詳細

量子コンピューティング業界の成熟と競争激化

量子コンピューティングは、理論的な概念から実用化に向けた競争が激化する段階へと
移行しており、この業界は急速な成長と変化を遂げています。技術的なブレイクスルー
が相次ぎ、多額の投資が呼び込まれる一方で、商業化への道筋は依然として挑戦的で
す。このような環境下で、企業や研究機関は、技術開発を加速し、市場での優位性を確
立するために、戦略的なリーダーシップと専門知識が不可欠であると認識しています。
特に、量子ハードウェアの開発には、極限的な環境下でのナノスケール設計、材料科
学、精密製造技術が深く関与しており、これらの分野に精通したリーダーの存在が成功
の鍵を握ります。

主要企業における戦略的リーダーシップ人事

2026年5月1日に発表された一連のリーダーシップ人事は、量子コンピューティング業界
のダイナミズムを明確に示しています。

PsiQuantum: フォトニック量子コンピューティングの分野をリードするPsiQuantum

は、経験豊富な業界のベテランであるLip-Bu Tan氏を取締役会に迎えることで、その
戦略的方向性と市場展開を強化しようとしています。

Q.ANT: ドイツのBoschグループ傘下の量子センサー企業であるQ.ANTは、Bruno

Spruth氏をCTO（最高技術責任者）に任命し、量子技術のイノベーションと製品開発
を加速させます。

IonQ: イオントラップ型量子コンピュータの開発で知られるIonQは、Jeff Henshaw氏
を量子コンピューティング製品SVP（シニアバイスプレジデント）に迎え、製品戦略
と市場投入を強化します。

Q-CAB（欧州量子コンピューティング諮問委員会）: 欧州委員会は、量子技術に関す
る政策と戦略を策定するために、この諮問委員会を立ち上げました。これは、地域レ
ベルでの量子技術の発展を支援する政府の強いコミットメントを示しています。

EnQase & Oscar Bedolla: EnQaseはMahi Dontamsettiを諮問委員会に、そしてOscar
Bedollaが未指定の量子関連エンティティのCSO（最高戦略責任者）に任命されたこ
とも報告されています。これらの動きは、業界全体で専門的な知見とリーダーシップ
が求められていることを示唆しています。



ナノテクノロジーと量子ハードウェア開発への影響

これらの人事の背景には、量子コンピューティングのハードウェア開発におけるナノテ
クノロジーの重要性が深く関わっています。量子コンピュータは、超伝導回路、イオン
トラップ、フォトニックデバイス、量子ドットなど、いずれも原子・分子レベルでの精
密な構造制御を必要とします。例えば、超伝導量子ビットの製造には、数ナノメートル
の精度での薄膜堆積やリソグラフィ技術が不可欠です。イオントラップも、イオンを捕
獲・操作するための電極の微細加工にナノスケールの技術が応用されています。これら
の高度なハードウェアを実現するためには、ナノ材料科学、ナノファブリケーション、
ナノ計測といったナノテクノロジーの専門知識が不可欠です。

新しいリーダーたちは、こうした技術的課題を乗り越え、スケーラブルでエラー耐性の
ある量子コンピュータを実現するための戦略を策定・実行することが期待されます。彼
らの指導力の下で、量子技術は次の段階へと進み、産業応用への道をさらに切り開くこ
とになるでしょう。

元記事: #

収集日: 2026年05月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



日本ゼオン、電気自動車・AIサーバー向け単層カーボンナ
ノチューブの生産能力を大幅増強

概要

日本ゼオンは、電気自動車やAIサーバーのバッテリー需要急増に対応するため、単層
カーボンナノチューブ（SWCNT）の生産能力を大幅に拡大すると発表した。徳山工場
に新たな生産設備を導入し、2026年秋に着工、2028年までに本格稼働を目指す。この

投資は経済産業省の蓄電池サプライチェーン強化計画に認定されており、政府補助金
の対象となる。同社の独自技術「スーパーグロース法」で製造される高純度SWCNT

は、リチウムイオン電池のエネルギー密度とサイクル寿命向上に貢献し、ドローンや

空飛ぶ車、AIデータセンターなどの幅広い分野での応用が期待されている。

公開日 2026年04月26日  MONOist  日本



詳細

事業戦略と背景

日本ゼオンは、電気自動車（EV）やAIサーバー用バッテリーの世界的な需要急増に対応
するため、単層カーボンナノチューブ（SWCNT）の生産能力を数十倍規模に拡大する
計画を発表しました。この戦略的な動きは、高性能リチウムイオン電池の性能向上に不
可欠な素材であるSWCNTの供給体制を強化し、急速に拡大する市場のニーズに応える
ことを目的としています。

同社は、山口県周南市に位置する徳山工場に新しい製造設備と生産ラインを建設する予
定です。2026年秋に着工し、2028年までの本格稼働を目指すこの大規模な設備投資
は、日本の素材産業が世界の先端技術市場において競争力を維持・強化するための具体
的な取り組みとして注目されます。また、この投資計画は、経済産業省によって「蓄電
池のサプライチェーン強靱化計画」として認定されており、政府からの補助金を受ける
資格があることも、その重要性を示しています。

技術的優位性と製品特性

日本ゼオンは、2015年に独自の「スーパーグロース法」を用いてSWCNTの量産に成功
して以来、「ZEONANO」ブランドで高品質な単層カーボンナノチューブを供給してき
ました。この独自の製造技術は、以下の点で他社製品に対する優位性を持っています。

高純度: 不純物の少ないSWCNTは、性能の安定性と信頼性を高めます。

高比表面積: 広い表面積は、電極材料として使用する際に電解質との接触面積を増や
し、反応効率を向上させます。

高アスペクト比: 細長く均一な構造は、優れた電気伝導パスを形成し、材料全体の導
電性を向上させます。

これらの特性により、日本ゼオンのSWCNTは、リチウムイオン電池の正極材料に添加
することで、導電助剤としての役割を果たし、電池のエネルギー密度を高め、充電サイ
クル寿命を延ばす効果があります。今回の生産能力増強では、さらに進化した独自の製
造方法が導入され、生産効率と製品品質の一層の向上が図られる予定であり、ナノスケ
ールの材料設計と製造技術における同社のリーダーシップが強化される見込みです。



市場への影響と将来展望

単層カーボンナノチューブの需要は、電気自動車市場の急拡大だけでなく、ドローンや
eVTOL（電動垂直離着陸機）といった次世代モビリティ、さらにはAIサーバーのバック
アップ電源や再生可能エネルギー貯蔵システムなど、広範な分野で高まっています。AI

データセンターの運用には莫大な電力を必要とし、安定した電源供給と効率的なエネル
ギー貯蔵が不可欠であるため、高性能バッテリーの需要は今後も増加の一途をたどると
予想されます。

日本ゼオンのこの大規模な設備投資は、世界的な脱炭素化の流れとデジタル化の進展を
背景に、エネルギー貯蔵と高機能電子デバイスの進化を支える上で重要な役割を果たす
でしょう。この増産計画は、日本の素材産業が世界の先端技術市場において競争力を維
持・強化し、未来社会のインフラを支える基盤材料の供給安定化に貢献する、戦略的な
投資として大いに注目されます。

元記事: https://monoist.itmedia.co.jp/mn/articles/2604/27/news032.html

収集日: 2026年05月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://monoist.itmedia.co.jp/mn/articles/2604/27/news032.html


マレーシアのQarbotech、光合成を強化するカーボン量子
ドット技術でSusHi Tech Challenge 2026を制覇

概要

マレーシアのスタートアップ企業Qarbotechが、光合成を強化するナノテクノロジーを
開発し、SusHi Tech Challenge 2026で優勝を果たした。同社は、米のもみ殻などの農
業廃棄物から酸を使わない独自プロセスでカーボン量子ドット（CQD）を製造。この

CQDを植物に散布することで、通常は利用されない波長の光を植物が効果的に使える
波長に変換し、遺伝子改変なしで光合成効率を大幅に向上させる。この革新的な技術
は「植物のためのソーラーパネルアップグレード」と称され、1エーカーあたり約19ド

ルの低コストで提供可能であり、小規模農家にも手の届くソリューションとして、世
界の食料安全保障に貢献する可能性を秘めている。

公開日 2026年05月01日  innovaTopia  マレーシア



詳細

食料安全保障と農業革新への需要

世界人口の増加に伴い、食料安全保障は地球規模の喫緊の課題となっています。気候変
動による農業生産性の低下、限られた耕作地、そして従来の農業技術の限界は、持続可
能な食料供給を確保するための新たなアプローチを求めています。このような背景の
中、ナノテクノロジーは農業分野に革命をもたらす可能性を秘めた技術として注目され
ています。特に、植物の光合成効率を向上させる技術は、作物の収穫量を飛躍的に増加
させる可能性を持ち、食料生産の根本的な解決策となり得ます。

Qarbotechのカーボン量子ドット技術の概要

マレーシアのスタートアップ企業Qarbotechは、SusHi Tech Challenge 2026で優勝し、
その革新的なナノテクノロジーが注目を集めました。同社が開発したのは、植物の光合
成を強化するカーボン量子ドット（CQD）を利用した技術です。このCQDは、米のもみ
殻などの農業廃棄物から、環境負荷の低い酸を使わない独自のプロセスで製造されま
す。これにより、廃棄物の有効活用と持続可能な材料生産を実現しています。

光合成効率の向上: QarbotechのCQDは、植物に散布されることで、太陽光スペクト
ルのうち、通常植物が効率的に利用できない波長（例えば緑色光など）を、植物が光
合成に効果的に利用できる波長（例えば赤色光など）に変換します。これにより、植
物はより多くの光エネルギーを吸収し、光合成効率を最大20%向上させることができ
ます。

「植物のためのソーラーパネルアップグレード」: この技術は、植物が受け取る光エ
ネルギーを「アップグレード」し、まるでソーラーパネルの効率を高めるかのように
機能するため、「植物のためのソーラーパネルアップグレード」と称されています。
遺伝子組み換えを伴わないため、安全性と環境適合性に関する懸念も少ないとされて
います。

低コストとアクセシビリティ: 1エーカーあたり約19ドルという非常に低コストで提
供できる点は、この技術の大きな強みです。これにより、大規模農家だけでなく、資
金力に乏しい小規模農家にも広く普及する可能性があり、真にグローバルな食料問題
の解決に貢献することが期待されます。



農業と環境への影響、そして将来展望

QarbotechのCQD技術は、単に作物の収穫量を増やすだけでなく、持続可能な農業シス
テムへの貢献という側面も持っています。農業廃棄物からの材料生成は、循環型経済の
原則に合致し、環境負荷の低減に寄与します。この技術が広く普及すれば、化学肥料や
農薬の使用量を削減し、より環境に優しい農業プラクティスを促進する可能性も秘めて
います。

ナノテクノロジーが食料生産の効率を根本的に向上させるこの種のイノベーションは、
未来の食料安全保障を確保する上で不可欠な要素となるでしょう。Qarbotechの成功
は、アジア地域発のナノテクノロジーが世界の喫緊の課題解決に貢献する可能性を示し
ており、今後のさらなる発展が注目されます。

元記事: #

収集日: 2026年05月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



韓国政府、2030年までにナノテクノロジー分野で世界ト
ップ3入りを目指す新計画を発表

概要

韓国政府は、「第6次ナノテクノロジー総合開発計画」を発表し、2030年までにナノ
テクノロジー分野で世界トップ3に入ることを目標としている。科学技術情報通信部が
発表したこの計画は、サブナノ制御、人工ナノ材料、ナノインテリジェンス、ナノ変

換、ナノバイオハイブリッドという5つの主要分野における先駆的な研究支援に焦点を
当てている。政府は今年度、これらの分野でのパイロットプロジェクトを支援するた
め、ナノ材料技術開発プログラム内に新たなプロジェクトを開始する。また、エネル

ギー転換や炭素中立といった地球規模の課題に対処するため、ナノテクノロジーを用
いたミッション指向型研究開発を推進し、超大規模AIインフラや物理AIの実現に向け
たナノテクノロジーの確保にも力を入れる。

公開日 2026年04月27日  연합뉴스 (Yonhap News)  韓国



詳細

国家戦略としてのナノテクノロジー開発

ナノテクノロジーは、半導体、医療、エネルギー、環境など、様々な産業分野に革命を
もたらす基盤技術として、各国がその育成に力を入れています。韓国政府もこの潮流を
認識し、ナノテクノロジーを国家競争力の根幹と位置づけ、大規模な投資と戦略的な計
画を推進しています。特に、グローバルな技術覇権競争が激化する中で、特定分野での
技術的優位性を確保することは、国家経済の持続的な成長にとって不可欠であると考え
られています。

韓国政府の「第6次ナノテクノロジー総合開発計画」の概要

2026年4月27日、韓国政府は科学技術情報通信部を通じて、「第6次ナノテクノロジー
総合開発計画」を発表しました。この計画の最大の目標は、2030年までに韓国をナノテ
クノロジー分野で世界トップ3の強国に押し上げることです。これを達成するため、以
下の5つの主要な研究分野に重点を置いた先駆的な研究支援を行います。

サブナノ制御: 原子・分子レベルでの物質の精密制御技術。極微細な構造を持つ高性
能デバイスの製造基盤となります。

人工ナノ材料: 自然界には存在しない、新たな機能を持つ人工ナノ材料の創出。新素
材開発のブレークスルーが期待されます。

ナノインテリジェンス: ナノスケールのデバイスにAI機能を統合し、自律的な認識・
判断・制御を可能にする技術。スマートデバイスやロボティクスへの応用が想定され
ます。

ナノ変換: ナノスケールでエネルギーや物質を効率的に変換する技術。高効率なエネ
ルギーハーベスティングや環境浄化技術に貢献します。

ナノバイオハイブリッド: ナノ技術とバイオ技術を融合させ、診断・治療・生体機能
向上に貢献する技術。次世代医療やバイオエンジニアリングの発展を促します。

政府は今年度、これらの分野におけるパイロットプロジェクトを支援するため、既存の
ナノ材料技術開発プログラム内に新たなプロジェクトを開始する予定です。



グローバル課題への対応と産業エコシステムの構築

この計画は、単に技術競争力を高めるだけでなく、エネルギー転換、炭素中立、気候変
動対策といった地球規模の喫緊の課題に対処するため、ナノテクノロジーを用いたミッ
ション指向型研究開発を推進します。例えば、高効率な太陽電池や燃料電池、CO2分
離・貯蔵材料などの開発にナノテクノロジーが活用されます。

さらに、超大規模AIインフラや物理AI（ロボットやIoTデバイスに組み込まれるAI）の実
現に必要なナノテクノロジーの確保にも力を入れます。これは、AI技術のハードウェア
基盤をナノスケールで強化することで、AIの性能と普及を加速させる狙いがあります。

また、政府はナノ融合産業を育成し、年間5%の持続的な成長を実現することを目標に
掲げています。基礎研究から商業化、そして産業エコシステムの確立まで、包括的な支
援体制を構築することで、ナノテクノロジーが韓国経済の新たな成長エンジンとなるこ
とを目指しています。この強力な国家戦略は、韓国が未来の技術革新を牽引する主要プ
レイヤーとしての地位を確立するための基盤となるでしょう。

元記事: https://www.yna.co.kr/view/AKR20260427133700017

収集日: 2026年05月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.yna.co.kr/view/AKR20260427133700017


KAISTの研究者が酸化グラフェンの選択的抗菌メカニズム
を解明：人体に無害で薬剤耐性菌を効果的に殺滅

概要

韓国科学技術院（KAIST）の研究者らは、酸化グラフェン（GO）が人体細胞に無害な
まま、薬剤耐性菌を含む有害な細菌を効果的に殺滅する分子メカニズムを初めて解明
した。この画期的な発見は、炭素ナノ材料の毒性に関するこれまでの懸念に対処し、

GOの生体適合性と抗菌作用に関する明確な証拠を提供する。研究によると、GOは細
菌膜に特有の分子を正確に標的とすることで、選択的な破壊能力を発揮する。動物実
験では、ナノファイバー形態のGOが多様な病原性細菌を抑制するだけでなく、炎症を

引き起こすことなく傷の治癒を促進することが確認された。

公開日 2026年04月27日  TechNews 科技新報  韓国



詳細

薬剤耐性菌問題と新たな抗菌戦略の必要性

世界的に薬剤耐性菌（スーパーバグ）の脅威が増大しており、既存の抗生物質が効かな
い感染症が公衆衛生上の大きな課題となっています。新たな抗生物質の開発は非常に困
難であり、そのペースは耐性菌の出現速度に追いついていません。このような状況下
で、抗生物質とは異なるメカニズムで細菌を殺滅できる新しい抗菌材料、特にナノテク
ノロジーを応用した材料の開発が喫緊の課題となっています。しかし、多くのナノ材料
は細胞毒性を示す可能性があり、人体に安全かつ選択的に作用する抗菌ナノ材料の開発
は大きな挑戦でした。

KAISTによる酸化グラフェンの選択的抗菌メカニズムの解明

韓国科学技術院（KAIST）の研究者チームは、この重要な課題に対し、酸化グラフェン
（GO）が人体細胞に無害なまま、薬剤耐性菌を含む有害な細菌を効果的に殺滅する分
子メカニズムを初めて明確に解明しました。この発見は、炭素ナノ材料の生体適合性と
抗菌作用に関するこれまでの懸念を払拭し、GOの医療応用を大きく推進するもので
す。

選択的殺菌メカニズム: 研究チームは、GOが細菌細胞膜に特異的に存在する特定の分
子構造を標的とし、細胞膜を物理的に損傷させることで細菌を死滅させることを明ら
かにしました。重要なのは、GOが人間細胞の膜とは異なる構造を認識するため、選
択的に細菌のみを攻撃し、人体細胞には影響を与えない点です。この選択性は、医療
応用における安全性確保の鍵となります。

ナノファイバー形態の優位性: 実験では、ナノファイバー形態のGOが、一般的なGO
薄膜よりも強力な抗菌効果を発揮することが示されました。ナノファイバーは、より
大きな表面積と高い反応性を提供し、細菌との接触効率を高めることで、その殺菌能
力を向上させると考えられます。

傷の治癒促進と非炎症性: 動物実験において、GOナノファイバーは多様な病原性細菌
の増殖を抑制するだけでなく、傷の治癒を促進し、同時に炎症反応を引き起こさない
ことが確認されました。これは、GOが単に細菌を殺すだけでなく、生体組織との相
互作用においても良好な特性を持つことを示しています。

長期的な抗菌性: GO材料は、複数回の洗浄後もその強力な抗菌特性を維持することが
実証されており、医療機器、衛生用品、創傷被覆材など、長期的な使用が想定される
製品への応用可能性も示唆されています。



医療応用と将来展望

このKAISTの研究成果は、従来の抗生物質に代わる強力な抗菌剤の開発に新たな道を開
きます。特に、薬剤耐性菌に対する有効な治療法が限られている現状において、GOベ
ースの抗菌材料は画期的なソリューションとなる可能性があります。医療分野では、抗
菌性創傷被覆材、感染防止コーティング、医療機器、さらには標的型薬物送達システム
への応用が期待されます。また、一般消費者向け製品（抗菌フィルター、防臭繊維な
ど）への展開も考えられ、グラフェン技術の商業化を加速させるでしょう。ナノテクノ
ロジーが、公衆衛生上の重大な課題解決に貢献する可能性を示す、極めて重要な研究成
果と言えます。

元記事: https://technews.tw/2026/04/27/graphene-kills-harmful-bacteria-superbugs-but-spares-human-

cells/

収集日: 2026年05月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://technews.tw/2026/04/27/graphene-kills-harmful-bacteria-superbugs-but-spares-human-cells/
https://technews.tw/2026/04/27/graphene-kills-harmful-bacteria-superbugs-but-spares-human-cells/


BioNTechが韓国企業と提携、標的指向型mRNAデリバリ
ー技術の革新を目指す

概要

mRNAワクチン技術のパイオニアであるBioNTechは、韓国のバイオテクノロジー企業
との共同開発を通じて、次世代のmRNAデリバリー技術の確立を目指すと発表した。
この提携は、mRNAを標的細胞へ安定かつ効率的に送達するために不可欠な脂質ナノ

粒子（LNP）技術の強化に焦点を当てている。特に、特定の臓器や細胞種への標的指
向型デリバリー技術の確立により、全身的な副作用を最小限に抑えつつ、治療効果を
最大限に引き出すことを目標とする。共同開発は感染症ワクチンに留まらず、がん免

疫療法などの分野への応用も視野に入れている。

公開日 2026年04月25日  技術情報発信（素材技術を未来へ）  日本



詳細

背景と提携の目的：mRNA医薬品の進化

mRNA（メッセンジャーRNA）技術は、COVID-19パンデミックにおいてその驚異的なワ
クチン開発能力を世界に示しました。しかし、mRNA分子自体は非常に不安定であり、
生体内での迅速な分解から保護し、標的細胞へ効率的かつ安全に送達するためには、高
度なデリバリーシステムが不可欠です。現在、最も広く利用されているのは脂質ナノ粒
子（LNP）ですが、さらなる効果向上、副作用の軽減、そして特定の疾患部位へのピン
ポイント送達を実現するためには、LNP技術の継続的な革新が求められています。

BioNTechは、このmRNA医薬品の未来を切り拓くため、韓国のバイオテクノロジー企業
との戦略的共同開発を発表しました。この提携は、次世代mRNAデリバリー技術、特に
LNP技術の強化に焦点を当てており、両社の専門知識を結集することで、より安全で効
果的なmRNA医薬品の創出を目指します。

技術革新の焦点：標的指向型LNPと製造最適化

今回の共同開発の主要な目標は、mRNAの「標的指向型デリバリー」技術の確立です。
従来のLNPは全身に分布する傾向があり、意図しない場所での発現や副作用のリスクが
ありました。標的指向型デリバリーは、特定の臓器や細胞種にのみmRNAを効率的に送
達することを可能にし、これにより、治療効果を最大化しつつ全身的な副作用を最小限
に抑えることが期待されます。ナノテクノロジーは、この標的指向性を実現する上で中
心的な役割を果たします。

LNP表面修飾: ナノ粒子の表面に特定の受容体へ親和性を持つリガンド（例えば、抗
体断片やペプチド、糖鎖など）を修飾することで、LNPが目的の細胞に選択的に結合
し、取り込まれるように設計します。

応答性LNP: 生体内の特定の環境因子（pH、酵素、温度など）に応答してmRNAを放
出する「スマートLNP」の開発も含まれる可能性があります。これにより、より精密
な薬物放出制御が期待されます。

製造プロセスの最適化: 共同開発では、高品質なLNPを効率的かつ大規模に生産する
ための製造プロセスの最適化も追求されます。安定性の高いLNP製剤を迅速に供給す
る能力は、将来のmRNA医薬品の商業的成功に不可欠です。



広範な応用と医療の未来への展望

この次世代デリバリー技術の確立は、感染症予防ワクチンに留まらず、mRNA技術を応
用した様々な治療法に道を拓きます。特に注目されるのは、がん免疫療法分野です。が
ん細胞に特異的な抗原を提示するmRNAを、腫瘍組織や特定の免疫細胞に集中的にデリ
バリーすることで、強力な抗腫瘍免疫応答を誘導し、副作用を抑えた新しいがん治療薬
の開発が期待されます。

また、遺伝子治療、再生医療、自己免疫疾患治療など、他の多様な疾患領域への応用も
視野に入っています。韓国企業が持つ薬物送達システムの専門知識と、BioNTechの
mRNA分野における世界的な実績が融合することで、ナノテクノロジーを基盤とした革
新的な医薬品が次々と誕生し、難病治療や予防医学に大きな進歩をもたらし、医療の未
来を根本から変革する可能性を秘めています。

元記事: https://troy-

technical.jp/%E3%83%90%E3%82%A4%E3%82%AAn%E3%83%86%E3%83%83%E3%82%AF%E3%80%81%E9%

収集日: 2026年05月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://troy-technical.jp/%E3%83%90%E3%82%A4%E3%82%AAn%E3%83%86%E3%83%83%E3%82%AF%E3%80%81%E9%9F%93%E5%9B%BD%E4%BC%81%E6%A5%AD%E3%81%A8%E6%AC%A1%E4%B8%96%E4%BB%A3mrna%E3%83%87%E3%83%AA%E3%83%90%E3%83%AA%E3%83%BC%E6%8A%80/
https://troy-technical.jp/%E3%83%90%E3%82%A4%E3%82%AAn%E3%83%86%E3%83%83%E3%82%AF%E3%80%81%E9%9F%93%E5%9B%BD%E4%BC%81%E6%A5%AD%E3%81%A8%E6%AC%A1%E4%B8%96%E4%BB%A3mrna%E3%83%87%E3%83%AA%E3%83%90%E3%83%AA%E3%83%BC%E6%8A%80/


IMF予測：台湾、ナノファブリケーション技術主導の半導
体産業が経済成長を牽引し韓国の一人当たりGDPを上回る

概要

国際通貨基金（IMF）は、台湾の一人当たりGDPが韓国を上回ると予測しており、その
主要な要因として同国の半導体産業が牽引する経済成長を挙げている。特に、台湾が3

ナノメートルプロセスといった先端ノード技術の開発と量産において世界をリードし

ていることが、高付加価値製品の生産と輸出を可能にしている。TSMCなどの企業が最
先端チップの開発を主導しており、AIや高性能コンピューティング（HPC）向け半導
体の世界的な需要が台湾経済を強力に押し上げている。この予測は、ナノスケール製

造技術、すなわちナノファブリケーションが現代の国家経済において極めて重要な役
割を果たすことを明確に示唆している。

公開日 2026年04月25日  技術情報発信（素材技術を未来へ）  日本



詳細

背景と経済予測：半導体産業の国際競争

現代の国際経済において、半導体産業はデジタル化の根幹を支える戦略的な基幹産業で
あり、その技術的優位性は国家の競争力を大きく左右します。国際通貨基金（IMF）は
最近、台湾の一人当たり国内総生産（GDP）が近く韓国を上回るという注目すべき予測
を発表しました。この経済成長の主要な原動力として、台湾が世界的にリードする半導
体産業、特にその中核をなすナノファブリケーション技術が挙げられています。

2026年の予測では、世界的なAI技術の発展と高性能コンピューティング（HPC）に対す
る需要の爆発的な増加を背景に、台湾経済が引き続き強力な成長を持続する見込みで
す。特に付加価値の高い先端半導体の輸出が、その経済成長の中心的な要因となってい
ます。

半導体産業のナノファブリケーション技術とその優位性

台湾の半導体産業が持つ圧倒的な競争力の源泉は、世界最先端のナノファブリケーショ
ン技術にあります。台湾積体電路製造（TSMC）に代表される同国のファウンドリ企業
は、3ナノメートル（nm）プロセスといった極微細なプロセスノードでのチップ開発と
量産において、世界を牽引しています。ナノファブリケーションは、原子スケールに近
い精度で回路を形成する技術であり、以下の要素がその優位性を支えています。

高度なリソグラフィ技術: EUV（極端紫外線）リソグラフィなどの最先端技術を駆使
し、光の波長以下の微細なパターンをシリコンウェハー上に転写します。

材料科学の革新: 新しいナノ材料や薄膜技術の導入により、トランジスタの性能向上
や電力消費削減を実現しています。例えば、高誘電率（High-k）ゲート絶縁膜や金
属ゲート電極などです。

デバイス物理学の深い理解: 量子力学的効果が顕著になるナノスケール領域におい
て、デバイスの挙動を精密に設計・制御する専門知識が不可欠です。

これらの技術の融合により、TSMCはチップの性能向上、消費電力削減、そして小型化
を同時に実現し、スマートフォン、データセンター、AIプロセッサなど、あらゆる電子
デバイスの進化を可能にしています。実際、TSMCは第一四半期に純利益が58.3%増加
し、売上総利益率が66.2%に達するなど、その圧倒的な市場支配力と収益性を示してい
ます。



世界経済への影響と今後の展望

台湾の半導体産業の強さは、単に同国の経済を牽引するだけでなく、グローバルなサプ
ライチェーンにおいて不可欠な存在となっています。特にAI時代の到来により、高性能
半導体への依存度はさらに高まっており、台湾のナノファブリケーション技術は、世界
のテクノロジー進化と経済発展に今後も大きな影響を与え続けるでしょう。

このIMFの予測は、国家レベルでのナノテクノロジーへの戦略的投資と、その産業応用
がいかに重要であるかを改めて浮き彫りにしています。高度なナノ製造技術は、未来の
デジタル社会の基盤を築く上で、その重要性を増し続けると予想され、台湾はその最前
線で国際的なリーダーシップを発揮していくことになるでしょう。

元記事: https://troy-

technical.jp/imf%E4%BA%88%E6%B8%AC%EF%BC%9A%E5%8F%B0%E6%B9%BE%E3%81%AE%E4%B8%80%E4

収集日: 2026年05月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://troy-technical.jp/imf%E4%BA%88%E6%B8%AC%EF%BC%9A%E5%8F%B0%E6%B9%BE%E3%81%AE%E4%B8%80%E4%BA%BA%E5%BD%93%E3%81%9F%E3%82%8Agdp%E3%81%8C%E9%9F%93%E5%9B%BD%E3%82%92%E4%B8%8A%E5%9B%9E%E3%82%8A%E3%80%81%E5%8D%8A%E5%B0%8E/
https://troy-technical.jp/imf%E4%BA%88%E6%B8%AC%EF%BC%9A%E5%8F%B0%E6%B9%BE%E3%81%AE%E4%B8%80%E4%BA%BA%E5%BD%93%E3%81%9F%E3%82%8Agdp%E3%81%8C%E9%9F%93%E5%9B%BD%E3%82%92%E4%B8%8A%E5%9B%9E%E3%82%8A%E3%80%81%E5%8D%8A%E5%B0%8E/


ニールス・ボーア研究所、量子ドット技術で既存光ファイ
バーによる長距離量子通信の課題を解決

概要

ニールス・ボーア研究所が、既存の光ファイバー網を用いた長距離量子通信の長年の
課題を解決する画期的な成果を発表した。ルール大学ボーフム、バーゼル大学、およ
び量子スタートアップSparrow Quantum ApSとの共同研究により、彼らは量子ドット

から、既存の光ファイバー伝送に最適なテレコムOバンド（1300nm帯）で単一光子を
生成することに成功した。従来、量子ドットから放出される単一光子の波長は標準光
ファイバーと適合せず、高い損失が生じていた。この研究は、周波数変換に頼ること

なく、量子ドットをコヒーレントに操作して望ましい波長で光子を放出させること
で、この基本的な不適合性を克服したものである。

公開日 2026年04月30日  innovaTopia  デンマーク



詳細

量子通信における長距離伝送の課題

量子通信は、盗聴不可能な暗号化（量子鍵配送）や超高速な情報伝達（量子インターネ
ット）を実現する次世代の情報技術として期待されています。その中核となるのは、情
報を運ぶ「単一光子」をいかに安定して生成し、長距離にわたって伝送するかという技
術です。しかし、この分野には長年の課題が存在しました。特に、量子ドットなどの信
頼性の高い単一光子源から放出される光子の波長は、通常930nm帯に集中しており、こ
れは既存の長距離光ファイバーが最適化されているテレコムバンド（1310nmおよび
1550nm帯）とは大きく異なるため、光ファイバー伝送中に高い損失が生じていまし
た。この波長不適合性が、量子通信の実用化を妨げる大きなボトルネックとなっていま
した。

ニールス・ボーア研究所による画期的なブレークスルー

デンマークのニールス・ボーア研究所を中心とする国際共同研究チーム（ルール大学ボ
ーフム、バーゼル大学、Sparrow Quantum ApS）は、この20年来の課題を克服する画期
的な成果をNature Nanotechnologyに発表しました。彼らは、量子ドットからの単一光
子生成において、既存の光ファイバー伝送に最適なテレコムOバンド（1300nm帯）で
直接光子を放出させることに成功しました。この成果の鍵は、周波数変換という複雑で
効率の低いプロセスに頼ることなく、量子ドットそのものをコヒーレントに操作し、望
ましい波長で光子を生成する技術を開発した点にあります。

波長適合性の実現: 量子ドットの電子状態を精密に制御することで、放出される光子
のエネルギー準位を調整し、1300nm帯での発光を実現しました。これは、量子ドッ
トのナノスケールな物理的特性を最大限に活用した成果です。

高効率な光子放出: 研究チームは、80MHzのπパルス励起下で、41.7 MHzという高い
光子放出レートを達成しました。さらに、光子線幅は理論限界のわずか8%増しとい
う、非常に優れたスペクトル純度を示しました。これは、実用的な量子通信システム
において、高い信頼性とデータレートを保証するために不可欠な要素です。



ナノテクノロジーの役割: 量子ドットは、数ナノメートルから数十ナノメートルの半
導体結晶であり、そのサイズや形状を精密に制御することで、電子が閉じ込められ、
離散的なエネルギー準位を持つようになります。この量子力学的特性を利用して、特
定の波長の光子を放出させることが可能です。本研究の成功は、まさにナノスケール
での物質設計と制御が、量子技術のブレークスルーに不可欠であることを示すもので
す。

量子インターネットと社会への影響

この研究成果は、既存のグローバルな光ファイバーインフラストラクチャを最大限に活
用できるため、より実用的でスケーラブルな量子インターネットの構築に向けた大きな
一歩となります。高効率かつ高純度な単一光子源が、長距離光ファイバーを通じて安定
して伝送できるようになることで、量子鍵配送の距離と速度が向上し、将来的には地球
規模での量子情報ネットワークの実現が期待されます。これは、データセキュリティの
強化、分散型量子コンピューティングの実現、そして新たな科学的発見を加速させる可
能性を秘めています。ナノテクノロジーと量子物理学の融合が、情報社会の次なる時代
を形作る上で極めて重要な役割を果たすことを改めて示す、画期的な成果と言えるでし
ょう。

元記事: https://innovatopia.jp/quantum/quantum-news/99871/

収集日: 2026年05月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://innovatopia.jp/quantum/quantum-news/99871/


レゾナック・ホールディングス、ナノカーボン材料規制に
関する日本の意見書を支持し科学的根拠に基づく議論を要
求

概要

レゾナック・ホールディングスは、ナノテクノロジービジネス推進協議会（NBCI）が

ドイツ連邦労働安全衛生研究所（BAuA）によるREACH規則改訂案に対して提出したポ
ジションペーパー（意見書）への賛同を発表した。NBCIの意見書は、BAuAが多様なカ
ーボンナノチューブ（CNT）をその形状とサイズのみに基づいて一律にグループ化し

ようとする提案が科学的根拠を欠いていると批判している。レゾナックは、このよう
な規制がCNTの幅広い産業応用を阻害し、欧州市民および国際社会がその恩恵を享受
できなくなる可能性があるとの懸念を共有し、ナノ材料の安全性評価と規制に関する

科学的エビデンスに基づいた継続的な議論の必要性を強調している。

公開日 2026年04月28日  PR TIMES  日本



詳細

背景にあるナノマテリアル規制の課題

カーボンナノチューブ（CNT）に代表されるナノマテリアルは、そのユニークな物理
的・化学的特性から、エレクトロニクス、エネルギー、自動車、医療といった幅広い産
業分野で革新的な応用が期待されています。しかし、その微細なサイズと高い比表面積
ゆえに、従来の化学物質とは異なる安全性評価が必要とされており、各国で適切な規制
枠組みの構築が模索されています。特に欧州連合のREACH規則（化学品の登録、評価、
認可及び制限に関する規則）は、化学物質規制の国際的な基準の一つですが、ナノマテ
リアルの特殊性に対応するための改訂が議論されています。この議論の中で、ドイツ連
邦労働安全衛生研究所（BAuA）が提唱する改訂案が、産業界と科学界から懸念の声を
集めています。

ナノテクノロジービジネス推進協議会（NBCI）の意見書とレゾナックの賛同

BAuAのREACH規則改訂案は、多様なCNTを、その物理的特性（特に形状とサイズ）の
みに基づいて、世界保健機関（WHO）が定義する「繊維状物質」として一律にグルー
プ化し、規制を強化しようとするものです。これに対し、日本のナノテクノロジービジ
ネス推進協議会（NBCI）は2026年1月にポジションペーパー（意見書）を提出し、以下
の点を強く批判しました。

科学的根拠の欠如: CNTはその製造方法や構造によって特性が大きく異なり、一律に
「繊維状物質」として分類することは科学的合理性を欠く。例えば、単層CNTと多層
CNTでは生体内での挙動や毒性プロファイルが異なる可能性があり、個別具体的な評
価が不可欠である。

イノベーション阻害の懸念: 不適切な一律規制は、CNTの持つ広範な産業応用（高性
能電池、複合材料、電子デバイスなど）の可能性を制限し、技術革新を阻害する恐れ
がある。これは、欧州および国際社会全体がナノテクノロジーの恩恵を享受できなく
なることを意味する。

日本の大手化学メーカーであるレゾナック・ホールディングス（旧昭和電工）は、この
NBCIの意見書に強く賛同する意を表明しました。レゾナックは、ナノカーボン材料の開
発・製造に携わる企業として、安全性確保の重要性を認識しつつも、科学的エビデンス
に基づかない規制が産業の健全な発展を妨げることに警鐘を鳴らしています。



国際的な影響と今後の展望

ナノマテリアルの規制問題は、一国や一地域の枠を超えたグローバルな課題です。欧州
におけるREACH規則の改訂は、世界の他の地域におけるナノ材料の製造、使用、貿易に
大きな影響を与える可能性があります。特に、日本のようなナノテクノロジー先進国か
らの意見は、国際的な規制議論において重要な意味を持ちます。

レゾナックとNBCIの行動は、産業界が安全性とイノベーションのバランスを追求し、科
学的根拠に基づいた建設的な対話を求める姿勢を明確に示しています。今後、REACH規
則改訂に関する議論は、ナノテクノロジーが持続可能な発展を遂げるために、より深
く、多角的な科学的対話と国際的な協調が必要となることを示唆しており、その動向が
注目されます。

元記事: https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000185.000102176.html

収集日: 2026年05月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000185.000102176.html


トニー・ロビンズ氏、ナノテクノロジーとナノロボットを
AIに続く「巨大な投資機会」と指摘、医療分野に注目

概要

著名なライフコーチ兼投資家であるトニー・ロビンズ氏は、ナノテクノロジーとナノ
ロボットが人工知能に続く次の「スーパー・トレンド」となり、医療分野における人
類の能力を革新し、寿命を延ばす可能性を秘めていると指摘した。2026年1月のポッ

ドキャストで、ロビンズ氏は体内の自己修復、免疫システムの強化、さらには運動能
力の向上におけるナノロボットの潜在的な役割について議論した。彼は、この技術は
現状「ほとんど議論されていない」ものの、計り知れない投資機会を秘めていると強

調。ロビンズ氏は、薬剤耐性菌と闘う抗菌ナノ粒子を開発するユタ州の企業EVOQ

Nanoに投資し、顧問を務めており、ナノテクノロジーの具体的な商業応用を示してい
る。

公開日 2026年04月29日  TechNews 科技新報  台湾



詳細

AIの次に来る「スーパー・トレンド」としてのナノテクノロジー

人工知能（AI）が社会と産業に大きな変革をもたらしている中で、次に何が来るのかと
いう問いは、多くの投資家やイノベーターの関心事です。著名なライフコーチであり、
成功した投資家でもあるトニー・ロビンズ氏は、AIに続く次の「スーパー・トレンド」
として、ナノテクノロジーとナノロボットに注目しています。彼は、これらの技術が人
類の健康、寿命、そして能力を根本から変革する「巨大な投資機会」を秘めていると強
調しました。

2026年1月のポッドキャストでロビンズ氏は、ナノロボットが体内で自己修復を行う可
能性や、免疫システムを強化する役割、さらにはアスリートの運動能力を向上させる潜
在的な応用について言及しました。彼は、これらの技術がまだ一般には広く認識されて
いないものの、その影響は計り知れないと指摘しています。

ナノテクノロジーの多岐にわたる医療応用

ナノテクノロジーは、原子や分子レベルで物質を操作する技術であり、医療分野におい
てはすでに以下のような具体的な応用が進められています。

標的型薬物デリバリーシステム: ナノ粒子を用いて、薬物を特定の病変部位（例：癌
細胞）にピンポイントで送達することで、健康な細胞へのダメージを最小限に抑え、
副作用を軽減しつつ治療効果を最大化します。

高感度診断技術: ナノスケールのバイオセンサーは、病気の兆候を極めて早期かつ高
感度に検出することが可能であり、早期診断と治療介入に貢献します。

再生医療と組織工学: ナノファイバーやナノコーティングは、細胞の増殖と分化を促
進する足場材料として利用され、組織や臓器の再生をサポートします。

ナノロボット: 微細なロボットが体内に入り込み、薬剤の送達、病変部位の修復、あ
るいは病原体の除去といったタスクを自律的に実行する未来の医療が構想されていま
す。トニー・ロビンズ氏が投資顧問を務めるユタ州のEVOQ Nano社は、薬剤耐性菌
と闘う抗菌ナノ粒子の開発に取り組んでおり、これはナノテクノロジーがすでに具体
的な医療課題の解決に貢献している一例です。



市場成長予測と将来展望

マーケットリサーチによると、世界のナノテクノロジー市場は、昨年約104.88億ドルか
ら2031年までに220.8億ドルへと成長すると予測されており、この分野への投資が活発
化していることを示しています。ナノテクノロジーは、抗菌材料、精密な薬物送達、体
内修復、診断センサーなど、その幅広い応用可能性から、医療だけでなく、エネルギ
ー、環境、エレクトロニクスなど、様々な分野で革新を推進すると期待されています。

トニー・ロビンズ氏のコメントは、単なる投資トレンドの指摘にとどまらず、ナノテク
ノロジーが人類の生活と健康に与える潜在的な影響の大きさを改めて浮き彫りにしまし
た。AIが情報の処理方法を変えたように、ナノテクノロジーは物質の操作方法、そして
それを通じて私たちの身体や環境との関わり方を根本的に変革する可能性を秘めている
のです。

元記事: https://technews.tw/2026/04/29/nanotechnology-nanorobots-next-big-investment-opportunity-

in-healthcare/

収集日: 2026年05月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://technews.tw/2026/04/29/nanotechnology-nanorobots-next-big-investment-opportunity-in-healthcare/
https://technews.tw/2026/04/29/nanotechnology-nanorobots-next-big-investment-opportunity-in-healthcare/


パラグラフとアーチャー・マテリアルズが提携、グラフェ
ンを活用した量子コンピューティングの核心デバイス開発
へ

概要

グラフェン電子デバイス専門企業のパラグラフ（Paragraf）と、量子材料技術企業であ

るアーチャー・マテリアルズ（Archer Materials Ltd.）が、量子コンピューティングの
重要な課題である信号検出問題の解決に向けた提携を発表した。このパートナーシッ
プは、グラフェンベースの量子デバイスプラットフォームの開発を目指しており、共

同研究は2026年4月30日に開始された。業界専門家は、この協力が量子ハードウェア
分野における材料競争を激化させる重要な一歩と見ている。グラフェンの優れた特性
は、センサーと量子デバイスの両方の性能向上に非常に有望であるとされており、両

社は実環境に適用可能な構造の開発に注力する計画だ。

公開日 2026年04月30日  양자신문 (Quantum News)  韓国



詳細

量子コンピューティングにおける信号検出の課題と材料科学の役割

量子コンピューティングは、従来のコンピュータでは解決困難な特定の計算問題を処理
する能力を持つ次世代技術として、大きな期待を集めています。しかし、その実用化に
は多くの技術的障壁が存在し、中でも「信号検出問題」は核心的な課題の一つです。量
子ビットの状態を正確に読み取るためには、極めて微弱な量子信号を高精度かつ高速に
検出する技術が必要ですが、既存のセンサー技術では、量子ビットのデリケートな量子
状態を乱すことなく信号を読み出すことが困難です。この課題を克服するためには、優
れた電気的特性とノイズ耐性を持つ新しい材料、特にナノ材料の開発が不可欠となりま
す。

グラフェン電子デバイス企業Paragrafと量子材料企業Archer Materialsの戦略的提

携

グラフェン電子デバイスの専門企業であるParagrafと、量子材料技術に特化したArcher

Materials Ltd.は、量子コンピューティングの信号検出問題解決に向けた戦略的提携を発
表しました。この共同研究は2026年4月30日に開始され、グラフェンベースの量子デバ
イスプラットフォームの開発に焦点を当てています。業界専門家は、この協力が量子ハ
ードウェア分野における材料競争を一層激化させる重要な一歩と見ています。

グラフェンの優れた特性: グラフェンは、単原子層の炭素からなる2次元材料であ
り、その驚異的な電気伝導性、高いキャリア移動度、そして原子レベルの薄さから、
次世代の電子デバイスや量子デバイスの基盤材料として極めて有望視されています。
これらの特性は、微弱な量子信号を効率的に伝達し、ノイズを最小限に抑えるセンサ
ーや検出器の開発に特に有利です。

共同開発の目標: 両社は、グラフェンのこれらの特性を最大限に活用し、量子コンピ
ューティングにおける信号検出のボトルネックを解消する革新的なデバイスの開発を
目指します。具体的には、グラフェンを用いた量子デバイスプラットフォームを構築
し、量子ビットの状態を安定かつ高感度に読み取れるセンサーやインターフェースの
実現を目標としています。

実環境への適用: 単なるラボレベルでの成果に留まらず、実環境での使用に耐えうる
堅牢な構造と安定した性能を持つデバイスの開発に注力する計画です。これは、量子
コンピューティングの商業化と実用化に向けた重要なステップとなります。



ナノテクノロジーと量子コンピューティングの未来

今回の提携は、ナノテクノロジー、特にグラフェンという先進ナノ材料が量子コンピュ
ーティングの発展に不可欠であることを明確に示しています。グラフェンの優れた物性
は、量子ビットのコヒーレンス維持、ノイズ低減、そして効率的な信号伝達において決
定的な役割を果たす可能性があります。この共同開発が成功すれば、量子コンピュータ
の性能と信頼性が飛躍的に向上し、より大規模で実用的な量子システムの構築が加速さ
れるでしょう。

また、この取り組みは量子コンピューティングだけでなく、高精度センサー、次世代電
子デバイス、そして超高速通信システムなど、グラフェンベースの技術の応用範囲をさ
らに広げる可能性を秘めています。ナノ材料科学と量子物理学の融合は、未来の技術革
新を牽引する主要なドライバーの一つとして、その重要性を増していくと予想されま
す。

元記事: https://www.quantumtimes.net/news/articleView.html?idxno=56310
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